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治
タイプライタ
婚姻無効

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通
住民票　各１通、婚姻届記載事項証明書

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　浜子

治
タイプライタ
タナカ　ハマコ

治
タイプライタ
４７

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
会社員

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
２２２２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
田中　太郎

治
タイプライタ
タナカ　タロウ

治
タイプライタ
４６

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ
自営業
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治
タイプライタ
申立人と相手方との婚姻は無効であることを確認するとの調停を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人と相手方は、平成＊＊年＊＊月＊＊日頃、共通の友人を介して知り
合い、交際していました。
２　２ヶ月前に、相手からプロポーズされたのですが、申立人は仕事の都合で
相手方の申出を断りました。
３　相手方は、その後も、電話やメールで申し込んできていたのですが、その
ままにしていました。
４　仕事が落ち着き、戸籍謄本が必要となり取寄せたところ、相手方との婚姻
届が平成＊＊年＊＊月＊＊日に出されていました。申立人は、婚姻届に署名押
印した事実がありません。
５　この婚姻は申立人の婚姻意思を欠く無効なものですから、その無効確認を
求めるため、申立をしました。




